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学 会 の 動 き

委 員 会 報 告

　

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
の
こ
れ
ま
で
の
開
催
実
績

は
表
1
の
通
り
で
あ
り
、
次
回
第
7
回
は

2
0
1
6
年
8
月
30
日
か
ら
9
月
2
日
に

か
け
て
、米
国
ハ
ワ
イ
に
て
開
催
さ
れ
る
。

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
賞
と
は

　

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
で
は
、
3
年
に
一
度
、
ア
ジ

ア
域
内
の
技
術
の
発
展
に
貢
献
の
あ
っ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
個
人
に
対
し
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ

Ｃ
賞
を
授
与
し
て
い
る
。
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
賞

は
、
各
国
か
ら
の
候
補（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
1

件
、
個
人
1
名
）
の
中
か
ら
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ

企
画
委
員
会
の
中
に
設
け
ら
れ
た
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｃ
Ｃ
賞
小
委
員
会
で
選
定
さ
れ
、
Ａ
Ｃ
Ｅ

Ｃ
Ｃ
の
最
高
決
定
機
関
で
あ
る
理
事
会（
Ｅ

Ｃ
Ｍ
）
で
承
認
さ
れ
る
。
表
彰
式
は
Ｃ
Ｅ
Ｃ

Ａ
Ｒ
の
正
式
行
事
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。

　

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
賞
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞

と
功
績
賞
か
ら
な
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞

（A
CECC Civil Engineering Project 

A
w
ard

）は
、過
去
3
年
の
間
に
実
施
さ
れ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、土
木
技
術
の
進
歩
と

ア
ジ
ア
の
発
展
に
顕
著
な
貢
献
の
あ
っ
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
与
え
ら
れ
る
。選
定
に
際

し
て
は
、
申
請
書
類
に
基
づ
き
、
①
土
木
技

術
の
進
歩
へ
の
貢
献
、②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

実
施
さ
れ
た
国
へ
の
貢
献
、③
そ
の
他
ア
ジ

ア
諸
国
へ
の
展
開
・
波
及
性
な
ど
に
つ
い

て
審
査
さ
れ
る
。
各
国
の
投
票
に
よ
り
、
上

位
5
件
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
が
、最
上
位
1

件
に
最
優
秀
賞（A

CECC O
utstanding 

Civil Engineering Project A
w
ard

、

2
0
1
0
年
よ
り
実
施
）が
授
与
さ
れ
る
。

　

功
績
賞（A

CECC Civil Engineering 

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
お
よ
び

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
と
は

　

ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議

会
（A

sian C
ivil E

ngineering 

Coordinating Council

：
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
）

は
、ア
ジ
ア
域
内
の
持
続
可
能
な
社
会
資
本

の
整
備
と
発
展
を
目
的
と
し
て
、
域
内
の

土
木
関
連
学
協
会
が
協
力
し
て
学
術
・
技

術
面
の
活
動
を
促
進
す
る
べ
く
、1
9
9
9

年
9
月
に
発
足
し
た
組
織
で
あ
る
。
現
在

加
盟
国
は
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
台
湾
、
韓
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ベ

ト
ナ
ム
、
モ
ン
ゴ
ル
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
パ
キ
ス
タ
ン
の

12
ヶ
国
と
な
っ
て
い
る
。
土
木
学
会
は
Ａ

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
発
足
当
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
り
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
の
活
動
に
お
い
て
常

に
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
の
主
要
な
活
動
の
一
つ

に
ア
ジ
ア
土
木
技
術
国
際
会
議（Civil 

Engineering Conference in A
sian 

Region

：
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
）
の
開
催
が
挙
げ

ら
れ
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
は
3
年
に
一
度
開

催
さ
れ
、
ア
ジ
ア
地
域
の
社
会
資
本
整
備

の
あ
り
方
や
今
後
の
土
木
技
術
の
研
究
開

発
の
必
要
性
等
、
諸
問
題
に
関
す
る
情
報

交
換
を
促
進
し
、
多
国
間
が
連
携
し
て
ア

ジ
ア
の
発
展
に
結
び
付
け
る
た
め
の
議
論

の
場
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
テ
ー
マ

は
、土
木
と
い
う
切
り
口
の
下
で
社
会
イ
ン

フ
ラ
が
関
与
す
る
分
野
全
般
で
あ
り
、
分

野
横
断
的
な
議
論
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
学
術
面
だ
け
で
な
く
産
業
界

や
官
界
か
ら
の
主
要
メ
ン
バ
ー
を
含
め
て
、

産
官
学
全
体
で
ア
ジ
ア
域
内
の
持
続
可
能

な
社
会
資
本
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
こ
と

や
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
の
学
協
会
長

が
一
同
に
会
し
、
学
協
会
ト
ッ
プ
が
直
々

に
今
後
の
持
続
可
能
な
社
会
資
本
の
あ
り

方
を
議
論
す
る
こ
と
な
ど
、
ユ
ニ
ー
ク
な

特
徴
を
有
し
て
い
る
国
際
会
議
と
い
え
る
。

回 開催時期 開催地 テーマ 参加人数

第１回 1998.2.19〜20 フィリピン・
マニラ

Asian Infrastructure, Sustainable 
Development and Project Management 約 700 名

第２回 2001.4.16〜17 日本・
東京

Sustainable Development
in the 21st Century 約 730 名

第３回 2004.8.18〜20 韓国・
ソウル Moving Asia into the Future 1000 名以上

第４回 2007.6.25〜28 台湾・
台北 Working for Asian Sustainability 1000 名以上

第５回 2010.8. 8 〜12 オーストラリア・
シドニー Innovative Community Building 約 600 名

第６回 2013.8.20〜22 インドネシア・
ジャカルタ Embracing the Future through Sustainability 約 650 名

表１　CECAR開催実績

ア
ジ
ア
土
木
学
協
会
連
合
協
議
会（
A
C
E
C
C
）

A
C
E
C
C
賞
の
紹
介

土
木
学
会
A
C
E
C
C
担
当
委
員
会
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A
chievem

ent A
w
ard

）は
、Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ

メ
ン
バ
ー
の
中
で
、
国
際
的
な
土
木
技
術

の
進
歩
ま
た
は
ア
ジ
ア
の
社
会
資
本
の
発

展
に
顕
著
な
貢
献
の
あ
っ
た
個
人
で
、
そ

の
業
績
が
そ
の
地
域
に
お
い
て
認
め
ら
れ

て
い
る
個
人
に
与
え
ら
れ
る
。
選
定
に
際

し
て
は
、
申
請
書
類
に
基
づ
き
、
①
土
木

技
術
の
進
歩
へ
の
貢
献
、
②
国
際
協
力
・

支
援
へ
の
貢
献
、
③
ア
ジ
ア
へ
の
貢
献
な

ど
に
つ
い
て
審
査
さ
れ
る
。
各
国
の
投
票

に
よ
り
、
上
位
3
名
に
功
績
賞
が
授
与
さ

れ
る
。

　

過
去
の
3
回
の
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
に
お
い
て
、

日
本
は
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
賞
を
連
続
し
て
受
賞

し
て
い
る
。
日
本
か
ら
の
受
賞
は
以
下
に

示
す
通
り
で
あ
る
。ち
な
み
に
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ

5
で
の
最
優
秀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
は
、
台

湾
の
台
湾
新
幹
線
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
6
で
の
最
優
秀
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
賞
は
、
韓
国
の
四
つ
の
河
川
に
お
け
る

防
災
・
環
境
復
旧
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
日

本
の
新
東
名
高
速
道
路
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

並
ん
で
受
賞
し
て
い
る
。

◦
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
4（
2
0
0
7
）

　

・�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
：
新
潟
県
中
越
地

震
か
ら
の
復
旧
事
業（
Ｊ
Ｒ
東
日
本

（
株
）、Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本（
株
））

　

・�
功
績
賞
：
西
野
文
雄
氏（
東
京
大
学

名
誉
教
授
）

◦�

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
5（
2
0
1
0
）

　

・�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
：
バ
リ
ビ
ー
チ
海

岸
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
日
本
工
営

（
株
）
）

　

・�

功
績
賞
：
中
村
英
夫
氏（
東
京
都
市

大
学
学
長
、東
京
大
学
名
誉
教
授
）

◦�

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
6（
2
0
1
3
）

　

・�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞（
最
優
秀
賞
）：
新

東
名
高
速
道
路
の
建
設（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
中
日
本（
株
）
）

　

・�

功
績
賞
：
岡
田
宏
氏（
（
一
社
）
海
外

鉄
道
技
術
協
力
協
会
最
高
顧
問
）

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
7
へ
向
け
て
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

次
回
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
7
は
前
述
の
通
り
、

2
0
1
6
年
8
月
30
日
か
ら
9
月
2
日
に

か
け
て
、
米
国
ハ
ワ
イ
に
て
開
催
さ
れ
る
。

論
文
発
表
な
ら
び
に
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
賞
の
お

お
ま
か
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。
各
位
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
賞
、
功
績

賞
へ
の
積
極
的
な
応
募
を
お
願
い
し
た
い
。

○
論
文
発
表

ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
提
出
：�

�

2
0
1
5
年
4
月
6
日
～
10
月
23
日

最
終
原
稿
提
出
締
切
：�

�

2
0
1
6
年
3
月
7
日

○
Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
賞

日
本
国
内
の
応
募
申
請
：�

�

2
0
1
5
年
4
月
～
7
月
末

Ａ
Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
へ
の
応
募
申
請
締
切
：�

�

2
0
1
5
年
11
月
末

Ｃ
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｒ
7
で
の
表
彰
式
：�

�

2
0
1
6
年
8
月

写真１　�6th CECARでの受賞者（左：岡田宏氏、右から2人目：NEXCO
中日本・大川氏）


